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第21回 足羽川ダム建設事業推進協議会の結果概要について

足羽川ダム建設事業及びこれに伴う水源地域対策について、国土交通省、福井県、池田

町の三者が相互に連携・協力し、計画的な事業の推進を図るため、協議会を開催しました。

協議会の結果概要は、別紙のとおりです。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 福井県政記者クラブ

＜問合せ先＞

国土交通省 近畿地方整備局
足羽川ダム工事事務所 副所長 伊藤 昌資 TEL（0776）27-0642(代表)

い と う ま さ し

福井県 土木部 河川課 参事 河嵜 輝義 TEL（0776）20-0483
かわさき てるよし

池田町 ダム対策室 室長 山﨑 政弥 TEL（0778）44-8005
やまざき ま さ み



 

第 21 回 足羽川ダム建設事業推進協議会 結果概要 
 

日 時：令和 4 年 6 月 8 日（水）15:45～16:45 
場 所：近畿地方整備局 福井河川国道事務所 第 2 会議室 
出席者： 近畿地方整備局 河川部長   小島
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【目的】 

 『足羽川ダム建設事業推進協議会』は、足羽川ダム建設事業及びこれに伴う水源

地域対策について、国土交通省、福井県、池田町の三者が相互に連携・協力し、計

画的な事業の推進を図るため平成 18 年 10 月 10 日の基本協定の締結をもって設置

されたものである。 
 本日の第 21 回協議会は、足羽川ダム建設事業の進捗および足羽川ダム建設事業

に係る水源地域対策を議題として開催したものである。 
 
【協議会概要】 

● ダム建設事業および水源地域対策の進捗状況について確認した。 
● 地域振興策の内容見直しを行うことについて確認した。 

 
【確認事項】 
〈足羽川ダム建設事業の進捗について〉 
● 足羽川ダム建設事業の進捗について国より報告。 

引き続きダム本体建設工事、水海川導水トンネル工事、水海川分水施設関連工

事及び付替道路工事等の進捗を図り、令和 8 年度の完成に向けて着実に事業を

進めていく。 

● 事業進捗管理及びコスト縮減への取り組みについて、引き続き徹底を図る。 
 

〈足羽川ダム建設事業に係る地域活性化施策について〉 
 ● 地域活性化施策の取り組み状況について県および町より報告。着実な事業の進

捗に向け、三者が協力していくことを確認した。 
 ● 町道稲荷水海線道路改良事業等を地域活性化施策に追加することについて、三

者で確認した。今後、協定書の変更に向けた手続きを行うことを確認した。 



 
 

足 羽 川 ダ ム 建 設 事 業 推 進 協 議 会 

＜第２１回会議＞ 
 
 

                                       令和 ４年 ６月 ８日（水） 
                                          １５時４５分～１６時４５分 
                                        福井河川国道事務所 第２会議室 
 
 

会 議 次 第 
 
 

 １．開 会 
 

 ２．挨 拶 
 

 ３．議 事 

    （１）足羽川ダム建設事業の進捗について（資料１、２） 
・・・・・・国交省説明 

 
（２）足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について（資料３） 

・・・・・・県・町説明 
     

（３）その他 
 

 ４．閉 会 
 
 
 資料一覧 

 資料１、２   足羽川ダム建設事業の進捗状況 
資料３     足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について 
 



　　　　　　　プロジェクター

第２１回　足羽川ダム建設事業推進協議会（配席図）

福井河川国道事務所　第２会議室

※報道機関は、頭取まで
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資料１ 

 

 
  
 
１． 事業計画 

① 工事計画関係 

・令和４年度予算：約139.2億円。 

・ダム本体建設工事に着手（令和2年11月）。 

・ダム本体、水海川導水トンネル、水海川分水施設関連工事及び付替道路工事等を引き続き実施。 

② 環境アセスメント 

・『足羽川ダム環境モニタリング委員会』により、環境モニタリング計画を審議。 

（第1回：平成26年3月14日、第2回：平成27年2月25日、第3回：平成28年3月9日、

第4回：平成29年3月8日、第5回：平成30年3月15日、第6回：平成31年3月14日、

第7回：令和2年3月19日、第8回：令和3年3月18日、第9回：令和3年12月 8日、

第10回：令和4年3月18日） 

・今年度も引き続き、環境調査（モニタリング調査）を継続実施する。 

   

２．生活再建対策 

 ① 用地補償関係 

・平成25年8月下旬より、土地、物件調書の確認が終了した地権者に対し、 

補償金額を提示し、契約締結を開始。 

・令和3年 3月末現在で、家屋の移転を伴う68戸全ての移転を完了。事業用地買収は全体面積

の約99％の進捗。 

・事業認定の告示（令和3年3月16日）。土地明渡し、登記完了（令和4年2月20日）。 

・今年度も引き続き、未買収地等の補償交渉を実施する。 

 ② 代替地関係  

・池田町内の集団移転地については、平成26年11月に2戸全ての移転契約を完了。 

（平成27年12月に完成） 

・福井市内の集団移転地については、平成28年7月に6戸全ての移転契約を完了。 

（平成30年12月に完成） 

③ 公共補償について、平成30年3月に池田町と全ての契約を完了。 

 

３．地域振興策 

・第12回足羽川ダム建設推進協議会（平成26年10月17日開催）にて、池田町の地域振興策に

ついて、国、福井県、池田町で協定締結。 

・平成27年3月11日、水源地域整備計画が決定。 

・現在地域振興策が各事業主体により実施中。 

 

４．その他 

 ① 不当要求行為関係 

・事業の円滑な推進や関係者の安全の確保を図るため、福井県警察本部などの関係機関と連携し

「足羽川ダム建設事業に関する不当要求行為等対策連絡会」を開催。 

（第1回：平成26年4月22日、第2回：平成27年5月22日、第3回：平成28年5月24日、

第4回：平成29年5月25日、第5回：平成30年6月 1 日、第6回：令和元年5月24日、

第7回：令和2年8月5日、第8回：令和3年6月24日） 

② 工事現場の安全・衛生・環境保全について 

 ・事業区域内で大小様々な規模の工事を重複して進捗している中、工事現場の安全・衛生・環境

保全に関する委員会を設立（第1回：平成30年8月22日、第2回：平成30年11月1日、 

第3回：令和元年10月25日、第4回：令和2年11月6日、第5回：令和3年12月3日）。 

③ 広報関係 

・インフラツーリズムの推進 

足羽川ダム建設事業の進捗状況 



第２1回

足羽川ダム建設推進協議会資料
（足羽川ダム建設事業の進捗状況）

令和4年6月8日

足羽川ダム工事事務所

資料２

事業の進捗状況について
（足羽川ダム工事事務所）

平成17年度 九頭竜川水系河川基本方針策定
平成18年度 九頭竜川水系河川整備計画策定

調査
設計

道路
本体
導水
トンネル

用地補償

補償基準
の妥結

（H25.3.27)

用地交渉
用地取得

環境アセスメント
（H25.2.27完了）

転流工

堤体
基礎掘削

堤体打設

完成

試験湛水

H26

工事着手から完成
まで約13年を予定
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工事用
道路

付替道路

導水
トンネル

道路本体
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第10回開催
(R4.3.18)

・水源地域の指定
(国交大臣：H27.1.28)
・水源地整備計画の決定
(国交大臣：H27.3.11)

水源地域整備
地域振興

水源地整備事業

平成20年度
水特法に基づく
ダム指定
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足羽川ダム建設事業の工程計画について
（足羽川ダム工事事務所）

事業完了までに要する必要な工期　（案） ：クリティカル

仮排水路トンネル（転流工）

ダム本体掘削（堤体基礎掘削工）

堤体打設

管理設備工・放流設備工

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

ダ

ム

堤

体

の

工

事

工事用道路（工事用道路の設置の工事）

導水トンネル（導水施設（分水堰含む）の
工事（部子川～水海川））

建設発生土の処理

付替道路（道路の付替工事）

種　別 H26 H27 H28 H29 H30

試験湛水

（足羽川ダム工事事務所）

（令和４年５月末時点）

凡例 用地取得 導水施設本体関連付替工事
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事業の進捗状況について

○ 令和４年度は、引き続き事業に必要な用地取得及びダム本体工事、導水トンネル工事、分水施設関連

工事及び付替道路工事を実施する。

○ 令和３年度までに用地取得の約９９％を取得済み。平成３０年度に家屋移転は全て完了。

令和３年３月に事業認定の告示。令和４年２月に土地明渡し、登記完了。

ダム本体及
び関連工事

付替町道

用地取得

家屋移転

試験湛水

付替県道

導水施設

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

約99%

24.2%

導水トンネル
(65.9%)

転流工
（100.0%）

100%

基礎掘削
（29.4%）

※進捗率は、掘削によるもの ※進捗率は、掘削によるもの

16.7%

分水施設
（10.5%）



令和４年度実施内容について

令和４年度は、 約１３９億円をもって、以下の内容を実施します。

（足羽川ダム工事事務所）
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・ダム建設に必要な土地等の取得、物件補償を継続して実施します。
・補償工事として付替道路工事を継続して実施します。

■ 工事費 約 ８６億

・ダム本体（堤体基礎掘削）及び原石山の掘削工事を継続するとともに、ダム本
体（堤体打設）に着手します。
・水海川導水トンネル工事及び水海川分水施設関連（河床掘削）工事を継続し
て実施します。

■ 用地及び補償費 約 ３５億

・ダム関連施設（管理設備含む）および付替道路の設計及び必要となる調査を
継続して実施します。
・水位・流量観測、雨量観測、河川の水質観測や気象観測、環境モニタリング
調査を継続して実施します。

■ 測量設計費等 約 １８億

（足羽川ダム工事事務所）
工 事 状 況 （R4.5）

ダム本体（下流から上流を望む）

水海川導水トンネル
5

（河床掘削他）

（骨材製造設備）

ダム本体関連

導水トンネル

付替県道１１号橋

（ダム右岸） （ダム左岸）

付替県道 水海川分水施設



■工事内容

令和２年度より、部子川の水を仮排水トンネルで転流し、ダム本体基礎掘削
（約７２万ｍ３）に着手。

■工期

令和２年８月１日 ～ 令和５年９月３０日

足羽川ダム本体建設（第１期）工事について
（足羽川ダム工事事務所）
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原石山掘削 660千m3

原石山断面図（１の山）

表土部含む

（原石運搬路）
（１の山）

（第２期）

EL.192m（第１期）

イメージパース（下流面）

下流仮締切（進入路）

上流進入路

上流仮締切

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設・製造設備

骨材運搬設備
ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

骨材貯蔵設備 骨材製造設備

(骨材製造)

濁水処理設備(ﾀﾞﾑｻｲﾄ)

骨材貯蔵設備

（１の山）

（２の山）

（３の山）

リムグラウトトンネル工

骨材製造設備

濁水処理設備

本体基礎掘削 800千m3

（第２期）

（第２期）

ダム本体 断面図・上流面図

ｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ9千m

堤体：V=130千m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ工（EL.175m～EL.192m）

ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼｮﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ3千m

水海川導水トンネル工事について（進捗状況） （足羽川ダム工事事務所）
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○当初と比較し、実績の掘削支保パターンの変更が続いている状況である。

吐き口
（金見谷）

呑み口
（水海）

掘削方向

温見断層

掘削支保
パターン

当初

実績

掘削 約3,100m 【5月末時点進捗 約６６％】

実績の掘削支保パターンの変更が続いている状況

切羽状況（CⅠ）

切羽状況（DⅠ）
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削
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覆工コンクリート  t=400

吹付けコンクリート  t=150
(設計基準強度 18N/mm2)

18-15-40 (C=270kg/m3以上)

ねじり棒鋼 耐力176.5kN以上
ロックボルト L=4000

インバートコンクリート  t=450
18-8-40 (C=230kg/m3以上)
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0

異形棒鋼 耐力117.7kN以上
ロックボルト L=3000

覆工コンクリート  t=400

吹付けコンクリート  t=100
(設計基準強度 18N/mm2)

18-15-40 (C=270kg/m3以上)

◆ロックボルト
L=3000mm@10本
◆吹付コンクリート
Ｔ=100mm

◆ロックボルト
L=4000mm@18本
◆吹付コンクリート
Ｔ=150mm
◆鋼製支保工

H-125
◆インバートコンクリート
Ｔ=450mm

CⅠ断面

DⅠ断面

B
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DⅠ
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E

凡例



（足羽川ダム工事事務所）

『第9,10回 足羽川ダム環境モニタリング委員会』の開催
【モニタリング委員会概要】

日 時：第 9回 令和3年12月 8日

第10回 令和4年 3月18日

目 的：足羽川ダム工事の現地着手するにあたり、評価書を踏まえ実施

する環境調査や環境保全措置等の内容について、環境面から専

門家の意見を伺うことを目的に開催

委員会メンバー：

委員長：福原輝幸（福井大学 名誉教授：水環境）

委 員：奥村充司（福井工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授：水環境）

：久保上宗次郎（猛禽類研究家：鳥類・生態系）

：松田隆喜（福井農林高等学校 教諭：魚類）

：水口亜樹（福井県立大学 生物資源学部 創造農学科 准教授：植物）

（５０音順・敬称略）

委員会結果：第9回

・水海川導水トンネルの高透水ゾーンの施工方針（案）について

第10回

・令和3年のモニタリング結果及び保全措置について確認

・令和4年のモニタリング計画について了承

委員会開催状況

8

委員長挨拶

環境保全措置について

足羽川ダムの本体工事に着手したことから、一般の方々からご意見を

頂いている事項について各委員に現場での対応状況を確認して頂き、

更なる安全・環境保全の取組に向けて助言を頂いた。

工事現場では、ダム本体工事の掘削状況や県道の迂回状況を確認頂

き、河川や道路環境を保全するため、濁水処理プラント、沈砂池、タイヤ

洗浄機の設置状況や見学展望台の出入り口の状況を視察して頂いた。

今回の視察で頂いた助言を踏まえ事業進捗を図る。

（足羽川ダム工事事務所）

■足羽川ダム工事に関する安全・衛生・環境保全委員会

事業区域内で大小様々な規模の工事が重複して進捗している中、工事現場の安全・衛生・環

境保全に関する委員会を設立。

■ 日時 令和３年１２月３日（金）
■ 場所 足羽川ダム建設工事現場
■ 構成 事業主体 足羽川ダム工事事務所

外部委員 福井県、福井県越前警察署
武生労働基準監督署

オブザーバー 福井市、池田町

委員会開催状況

第５回委員会概要

ダム本体の掘削状況確認 迂回路の状況確認
9

工事現場の安全・衛生・環境保全について
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インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）
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インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）
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インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）

Channel Asuwagawa
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（足羽川ダム工事事務所）

スマートフォン用
QRコード

channel
Asuwagawa



資料３

足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について 

● 池田町地域振興策（池田町定住促進対策）
足羽川ダム建設による影響、急速に進む少子化や人口の流出など、池 

田町の人口減少に係る諸課題に対し、定住促進対策を主とする地域振興 

策を下記のとおり実施するものとする。 
【黒字：平成２６年１０月１７日決定内容 、赤字：令和４年６月８日追加（案）】

【人の誘致と定住の促進】 
①就農移住者への支援 

②若者起業者への支援 

③町外若者獲得住宅の整備 

④移住希望者への住宅提供・空き家物件情報の発信 

⑤町内新築希望者への支援 

【結婚定住の促進】 
①多世帯住宅改修への支援 

②結婚定住者への支援 

【町内での子育て支援】 
①育児・子育て世帯への支援 

②町外高校進学者への通学の支援 

③人づくり産業への支援 

【観光の振興】 
① 県内外の家族層を対象に、里山体験型テーマパーク「ツリーピクニックアドベン

チャーいけだ」（ジップライン・アドベンチャーボート）等 を整備 

②池田町の自然環境や伝統文化に親しむツアーを実施 

【産業の振興】 
①町内６ 次産業商品の販路拡大 

②百匠一品運動（６次産業化）の拡充（商品開発補助） 

③安全安心な有機農業商品としてPRを強化し、町産品をブランド化 

【水源地域の振興】 
①足羽川ダム水源地域振興交付金事業 

②町道・林道舗装、展望休憩施設整備事業 

③国道４７６号道路改良事業（白粟トンネル）等

【克雪および町外への通勤・買い物等対策】 
①克雪対策事業（屋根融雪）への支援 

②安全・安心な道路確保（国道４１７号道路改良事業（板垣坂トンネル）等） 

③町民の暮らし向上、能楽の里を生かした賑わい創出（町道稲荷水海線道路改良事業）

※ここに掲げる事業については、必要に応じ、国土交通省、福井県 

および池田町が協議のうえ見直しするものとする。 
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